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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、看護実践の判断根拠となる患者の回復生理過程を図式化した教材を
開発し、その有効性を検証することである。この教材の開発は，全科的な診療にあたる医師や，看護職に対して
ヒアリング結果と，国内外の文献レビュー結果を統合して行った。次に，看護教育プログラムの中で教材の有用
性を検証した。その結果，本教材を用いることで看護を必要とする対象へのアセスメント能力が高まることなど
が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop teaching materials that diagram the 
recovery physiology process of patients, which is the basis for judgment of nursing practice, and to
 verify its effectiveness. The development of this teaching material was carried out by integrating 
the results of interviews with doctors and nurses who provide medical care in all departments and 
the results of literature reviews in Japan and overseas. Next, we verified the usefulness of the 
teaching materials in the nursing education program. As a result, it was clarified that the use of 
this teaching material enhances the assessment ability for subjects requiring nursing.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
患者への看護実践上の根拠となる回復生理過程を明らかにすることができた。また，医療職が数多くの対象と向
き合う中で見出した回復生理過程の実践知から得られた示唆や，回復生理過程に関する国内外の文献検討を詳細
に行った結果とを統合し，患者の回復生理過程と看護実践を統合・図式化した教材を示すことができた。また，
開発した教材を看護実践の判断根拠として活用し，看護学教育において，その有効性を明らかにできた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
病気とは回復過程である，と病気の性質を見て取ったのはナイチンゲールである 1)。医師・看
護師は，患者と向き合ったその時から患者を回復生理過程におかなければならない。つまり，い
かなる病気も「新鮮な空気，暖かい陽光，質のよい水，バランスのとれた食事，十分な睡眠，適
度な運動，そして良好な人間関係」などの自然的・社会的外界と相互浸透させることによって乱
れた内部環境を元の正常な状態に近づける必要がある 2)。これらを大前提に病気の特殊性に応
じた手術や薬物療法などの治療や看護が展開することにより治療・看護が最大の効果を発揮す
る 2)。ところで，医師と看護師の専門性の違いに関して，医師はその治療を受ける対象の内部環
境に直接働きかけるが，看護は対象の内部環境に直接働きかけることはできず，あくまで，対象
の外部環境（五感覚器官）に働きかけることができるだけである 3)。したがって，対象へのどの
ような生理的変化を目的として看護技術の提供をするかは，治療におけるそれほどには明白で
はない。そこで、回復生理過程を看護師に意識できる形で整理し直すことは看護実践の根拠を提
供するため，意義がある。 
 
２．研究の目的 
 
 看護教育機関や医療施設における看護実践の判断根拠として活用できる回復生理過程を可視
化した教材の開発とその有効性の検証に向けて，①患者の回復生理過程を構築する上で必要な
示唆を得る目的で行う文献検討と内科系医師・看護師への調査から明らかにする，②その結果を
基に患者の病態生理が正常生理に移行する過渡期の回復生理過程を図式化した教材を開発する。
③開発した教材に基づく看護実践を行い，その有用性を検証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
研究方法として，中規模の病院での全科的な診療にあたる医師や，看護職に対してヒアリング
を行い，回復生理過程の図式化に関わる知見を得ることとした。次に，図式化のエビデンスを高
めるために，国内外の文献レビューを行い看護学教育や看護継続教育における教材開発検証研
究の動向を明らかにすることとした。次に，開発する教材を用いる思考場面を研究者間で検討す
ることとした。その結果を踏まえ，教材を活用する場面として臨床推論を念頭に置き，看護教育
において臨床推論力を高める介入研究の動向を明らかにした。以上の知見を踏まえ，回復生理過
程の図式化を行った。教材の作成は糖尿病で行った。その有効性の検証は臨床で行うことが望ま
しいが，そのための手順として，まず看護学教育における有効性について知見を得た後で，看護
継続教育での有効性を明らかにすることとした。有用性の検証は，１回 90分，計 5回から構成
される教育プログラムを開発し，その中核に開発した教材を位置付けることにより行った。 
 
４．研究成果 
 
全科的な診療にあたる医師や，看護職に対してヒアリングを行った結果，医師は膨大な医学的
知見をベースとしながらも多様な症例を経験する中で，言語化しきれない経験知が蓄積されて
いることが示唆された。また，看護職も同様な状況であることが示唆された。 
次に，図式化のエビデンスを高めるために，国内外の文献レビューを行い看護学教育や看護継
続教育における教材開発検証研究の動向を明らかにした結果，教材は平面的に示すのではなく，
変化の要素を取り入れることの重要性が示唆された。 
次に，開発する教材を用いる思考場面を研究者間で検討した結果，現在，着目されている臨床
推論で用いることができるのではないかと考え，看護教育において臨床推論力を高める介入研
究の動向を明らかにした。その結果，臨床推論力を高める研究は日本人を対象としたものがなく，
介入内容はシナリオに基づく事例検討のワークやシナリオに基づくシミュレーションの実施に
よるものが多いことが明らかとなった。 
以上の知見を踏まえ，回復生理過程の図式化を行った。教材の作成は糖尿病で行った。その有
効性の検証は臨床で行うことが望ましいが，そのための手順として，まず看護学教育における教
材の有効性について知見を得た後で，看護継続教育での有効性を明らかにすることとした。そこ
で，この有用性の検証は，１回 90分，計 5回から構成される教育プログラムを開発し，その中
核に開発した教材を位置付けることにより行った。開発した教育プログラムの実施の結果，臨床
推論力が有意に高まることが明らかとなった。 
また，教材そのものの効果を質的に検証した。その結果，看護過程の展開における教材の役割
に関して、30 コード、11 サブカテゴリー、５カテゴリーが抽出され、＜患者の内部環境のアセ
スメント力の向上＞＜アセスメントから看護計画立案までの一貫した思考力の向上＞＜今後起
こりうる変化を組み込んだ看護計画の立案＞＜病気と生活の両方に着目する思考力の向上＞＜



看護展開するために必要な関連学習力の向上＞のカテゴリーで構成された。教材の良い点・改善
すべき点に関して、22 コード、９サブカテゴリー、３カテゴリーが抽出され、＜病気のアセス
メントに必要十分な情報提供＞＜関連学習内容の明確化と既習内容の統合による病気の理解促
進＞＜病態理解を促す教材構成＞のカテゴリーで構成された。 
本教材により、患者の病気について、正常からの比較により異常な病態への変化一般を踏まえ
た看護過程の展開を促進できたと考える。今後は多様な教材で効果検証を行っていくことが課
題である。 
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